
学習の仕方について １ 

漢字スキル 

自宅でもしっかり漢字が覚えられるように、新しい漢字は次の３つのステップで書けるようにしましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、「テストのれんしゅう」ページについてです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、「プレテスト」で書けるかどうかをたしかめます。 

 

 

 

 

 

 

 

※「漢字スキルノート」の使い方は、漢字スキルノートの 

最初のページに載っています。ご確認ください。 

１ ゆび書き 

  まだえんぴつをもちません。ひとさしゆびをつか

って、つくえの上に書きます。 

「いち、にーい、・・」というふうに、書きじゅん

を言いながら書きます。 

目をつぶって書けるようになったらごうかくで

す。 

 

２ なぞり書き 

  うすく書いてある文字をえんぴつでなぞります。 

  はみださないように、ていねいに書きます。 

 

３ うつし書き 

  お手本の字を見て、そっくりに書きうつします。 

  一ばん下のマスは、お手本を見ないで書いてみま

しょう。 

１ 「読みがな」を書きます。 

 よ（む）⇒ゆき⇒い（う）⇒い（く）… 

  

 というふうに、よこにすすみます。 

２ なぞり書きをします。 

 よ（む）⇒ゆき⇒い（う）⇒い（く）… 

 というふうに、よこにすすみます。 

３ うつし書きをします。 

 よ（む）⇒ゆき⇒い（う）⇒い（く）… 

 というふうに、よこにすすみます。 

４ テストだと思って、見ないで書きます。 

 よ（む）⇒ゆき⇒い（う）⇒い（く）… 

 というふうに、よこにすすみます。 

①５問テストだと思って、答えを見ないで書きましょ

う。 

②おわったら、右のページを見てこたえ合わせをしまし

ょう。 

③まちがった漢字をもう一ど書きましょう。 

 



学習の仕方について ２ 

 ぐんぐんノートは、どのような学習をしてもかまいません。今回は、深町先生、坂本先生のおすすめ学習

法をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かん字れんしゅう 

 同じかん字を「書書書書・・・」とた

くさん書いても、あまりあたまに入らな

いといいます。ゆび書きでかん字をおぼ

えたら、「文づくり」にチャレンジしま

しょう。 

 つかうかん字をきめ、なんこ書けたか

まるをつけてみましょう。つぎのような

ルールをきめてもおもしろいです。 

①書いたかずがおおいほどえらい！ 

②２年生のかん字をつかったら一つ十点 

 １年生のかん字なら一つ五点 

 

じゆうこうさく 

 「つくりたいものをつくる」というのも

おもしろいです。つくったら、せつめいし

ょのようにノートにまとめてみましょう。 

 坂本先生はガチャガチャマシンを本きで

つくってみました。 
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う
け
ん
き
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「
ふ
し
ぎ
だ
な
。
何
で
だ
ろ
う
。
」
と
思
っ
た
こ
と
を
し
ら
べ

て
、
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
ぎ
も
ん
に
思
わ
な
か
っ

た
こ
と
で
も
、
一
ど
し
ら
べ
て
み
る
と
あ
た
ら
し
い
は
っ
け
ん

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

イ
ラ
ス
ト
や
し
ゃ
し
ん
を
つ
け
る
と
わ
か
り
や
す
い
！ 

自分がすきなこと、きょうみがあることについて、とことんしらべてみましょう。 

深町先生はれきしがすきなので、せんごくだいみょうの「とよとみ ひでよし」について、年ぴ

ょう（月日とできごとをじゅんばんに書いたもの）にまとめてみました。 


